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2011年 4月 26日 

【報道関係各位】 

株式会社ベネッセコーポレーション 

代表取締役社長  福島 保 

 

＜高校教員を対象とした「学習指導基本調査（高校版）」＞ 

高校教員の約 8 割が「義務教育での学習内容の未定着」に悩み 

～公立高校の半数で土曜学習・進路指導等を実施するなど学力強化の取り組みが盛ん～ 

株式会社ベネッセコーポレーション（本社、岡山市、以下ベネッセ）の社内シンクタンク「Benesse 教育

研究開発センター」では、学校の取り組みや、教員の学習指導の実態および意識を把握するため、2010 年 8

～9月に、全国の公立の高校の校長および教員を対象に「学習指導基本調査（高校版）」を実施しました。「学

習指導基本調査」は小・中学校の教員を対象に 1997年から実施していますが、高校の教員を対象とした学習

指導基本調査は今回が初となります。 
 

1 ）教員の約 8割が、「生徒の学習意欲の低さ」と「義務教育での学習内容の未定着」に悩み 

・高校教員の指導上の悩みとして、「生徒の学習意欲が低い」「義務教育段階の学習内容が定着していない生

徒が多い」がともに約 8割となっている。 

2）完全学校週 5日制下で、公立高校の約半数が「土曜日の学習、進路等の指導」を実施 

・2002年の完全学校週 5日制の導入から約 10年が経過したが、公立高校の 50.7%で「土曜日の学習、進路

等の指導」を実施している。 

・また「平日の放課後の補習、進路等の指導」は 90.7%の高校で実施されており、「平日の朝読書」（40.5%）、

「平日の朝学習」（50.1%）など、学習習慣の確立や受験対策を目的とした取り組みも盛んである。 

3）約半数の教員が、土日は「ほとんど毎週出勤」しており、土日勤務が恒常化している 

・さらに教員の土・日曜日の出勤頻度をたずねたところ、「ほとんど毎週出勤」が 47.0%、「2 週間に 1 日程
度」が 22.6%であり、土日勤務が恒常化していることがうかがえる。 

4）普通科高校の間で、生徒への指導実態や学校が抱える課題などの多様化が明らかに 

・普通科の高校について、生徒の中学時代の評定平均別*に集計したところ、評定平均「4.5～5.0 点」の高

校では「生徒の学習意欲の低さ」「義務教育での学習内容の未定着」に悩む教員は 5割未満であったが、

評定平均「3 点未満」の高校では約 9 割であり、普通科の高校間で生徒の実態が大きく異なるようすが

うかがえる。 

・教員の指導観をみると、評定平均「4.5～5.0点」の高校では 8割近くが「自発的に学習する意欲や習慣を

身につけさせること」を重視しているのに対して、評定平均「3 点未満」の高校の約半数が「たとえ強

制してでも、とにかく学習させること」を重視する傾向があるなど、学校間での生徒の実態の違いから

学校の指導方針や教員の指導観も異なることが明らかになった。 

 
＊「入学した平均的な生徒の中学時代の成績（評定平均）」に関する校長の回答をもとにグループ分けを行い、集計した。 

 
今回の調査では、高校での指導の実態や教員からみた高校生の実態が明らかになりました。特に高校

生では学習意欲の低さと義務教育内容の未定着といった、学習に関しての課題が大きいことが明らかに
なるとともに、そうした生徒の実態に対して、高校では朝や放課後、土曜日の時間を活用した学習・進
路指導等の取り組みが行われていることも明らかになりました。いっぽう同じ普通科であっても、生徒の

中学時代の評定平均が高い学校と低い学校の間では、指導の実態や抱える課題の違いが鮮明となり、普通科

と専門学科などの学科間だけでなく、普通科の間での違いについても考える必要があるといえます。 

今回の調査で浮き彫りとなった課題をもとに、中高接続の問題、さらに制度面・実践面について継続的に

議論し、改善していく必要があると考えます。 
 

【本件に関するお問い合わせ先】 

株式会社ベネッセコーポレーション 広報部（担当：十河、坂本、濱野、西沢、三田村） 

電話：042-356-0657 FAX：042-356-0722 
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■調査概要■ 

時期 2010年 8月～9月 

方法 郵送法による質問紙調査 

地域 全国 

対象 高校   校長   830名（配布数 2,000通、回収率 41.5％）  

教員 4,791名 （配布数 12,000通、回収率 39.9％） 

＊うち今回の教員調査では、校長調査と勤務校がマッチング可能な 

3,070名を分析対象とした。 
     ＊国語、地理歴史、公民、数学、理科、外国語のいずれかを担当している教員を 

対象に実施。  

＊抽出方法…全国の高校のリストより、都道府県の教員数に応じた抽出確率で無作為に学校を抽出。校

長調査は、校長に回答を依頼した。教員調査は、年齢、性別、担当学年、担当教科を考慮した各学校 6

名の教員の抽出を校長に依頼した。 

＊教員調査の分析対象は、校長調査とのマッチングが可能な3,070名を中心に分析を行った。 

＊さらに普通科では、校長調査での「貴校に入学した平均的な生徒の中学校時代の成績（評定平均）」の回
答を元に、Aグループ（評定平均 4.5～5.0点）、Bグループ（評定平均 3.5～4.0点）、Cグループ（評定平
均3.0点）、Dグループ（評定平均1.0～2.5点）の4つグループに分けて集計している。 

調査項目 〔校長調査〕 

カリキュラム編成の特徴／平日の朝・放課後、土曜日等の時間の活用状況／試験／
今後の進路指導方針／校内研修／新学習指導要領の検討状況 など 

〔教員調査〕   

授業の進め方・内容・方法／指導観／宿題・家庭学習指導／進路指導に関する課題
意識／指導力向上の取り組み／教職の魅力／悩み／教員生活の満足度／ など 

 

  ※調査結果のダイジェスト、報告書はこちらよりご覧ください。 

  ＜ダイジェスト＞ http://benesse.jp/berd/center/open/report/shidou_kihon5/kou_dai/index.html 

  ＜報告書＞ http://benesse.jp/berd/center/open/report/shidou_kihon5/kou_hon/index.html 

 

＜ご参考＞ 主な教育動向 

 主な施策・出来事 学習指導基本調査 

1996 年度 中教審答申：「生きる力」の育成と「ゆとり」の確保  

1997 年度 教課審中間まとめ：「総合的な学習の時間」の提示 第 1回調査 

1998 年度 小・中学校「学習指導要領」告示：授業時数の削減と学習内容の厳選 第 2回調査 

1999 年度 高校「学習指導要領」告示 この頃から「学力低下論争」  

2000 年度 教育改革国民会議  

2001 年度 
学びのすすめ（2002年 1月） 
：確かな学力の向上のための 2002アピール 

 

2002 年度 小・中学校「学習指導要領」全面実施：完全学校週 5日制、絶対評価 第 3回調査 

2003 年度 高校「学習指導要領」実施（学年進行） 学習指導要領の一部改訂  

2004 年度 「PISA2003」「TIMSS2003」結果公表  

2005 年度 文科省「読解力向上プログラム」発表  

2006 年度 改正教育基本法公布・施行  

2007 年度 
全国学力・学習状況調査の実施、「PISA2006」の結果公表 
中教審答申（2008年 1月） 

第 4回調査 

2008 年度 小・中学校「学習指導要領」告示、「TIMSS2007」結果公表  

2009 年度 高校「学習指導要領」告示  

2010 年度 「PISA2009」の結果公表 第 5回調査 

2011年度 小学校「学習指導要領」全面実施  

2012 年度 中学校「学習指導要領」全面実施  

2013 年度 高校「学習指導要領」実施（学年進行）  

    ※第 1回は中学校のみ、第 2回は小学校のみで、第 3回以降は小・中学校を対象に実施している。 

     ※高校調査は 2010年度調査より行った。 

http://benesse.jp/berd/center/open/report/shidou_kihon5/kou_dai/index.html
http://benesse.jp/berd/center/open/report/shidou_kihon5/kou_hon/index.html
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■調査結果概要■ 

 

■ 教員の約 8割が、「生徒の学習意欲の低さ」と「義務教育での学習内容の未定着」に悩み 

・高校教員の指導上の悩みとして、「生徒の学習意欲が低い」「義務教育段階の学習内容が定着していない

生徒が多い」がともに約 8割となっている。 

 

図１．生徒に関する教員の悩み【教員調査】（全体） 

 

 

■ 完全学校週 5日制下で、公立高校の約半数が「土曜日の学習、進路等の指導」を実施 

・2002 年の完全週 5 日制の導入から約 10 年が経過したが、公立高校の 50.7%で「土曜日の学習、進路等

の指導」を実施している。 

・また「平日の放課後の補習、進路等の指導」は 90.7%の高校で実施されており、「平日の朝読書」（40.5%）、

「平日の朝学習」（50.1%）など、学習習慣の確立や受験対策を目的とした取り組みも盛んである。 

 

表 1．平日の朝・放課後、土曜日の時間の活用状況【校長調査】（全体） 

取り組み内容 実施率 
実施の目的 

第１位 第２位 第３位 

平日の朝読書 

 

40.5％ 

 

学習(生活）習慣の確立 

（83.9％） 

その他 

（14.9％） 

受験対策 

（10.1％） 

平日の朝学習 

（０時間目や朝補習など） 

50.1％ 

 

受験対策（67.8％） 

 

学習習慣の確立 

（46.2％） 

授業の復習 

（26.7％） 

平日の放課後の補習、進

路等の指導 

90.7％ 

 

受験対策（90.2％） 

 

授業の復習 

（34.0％） 

就職対策 

（31.7％） 

土曜日の学習､進路等の

指導 

50.7％ 

 

受験対策（83.6％） 

 

授業の復習 

（32.8％） 

学習習慣の確立 

（32.1％） 

 
 

 
注１）「実施率」は、教育課程内または教育課程外での実施率を示している。 

注２）「実施の目的」は、複数回答でたずねた項目のうち上位３項目のみを示した。 
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■普通科高校の間で、生徒への指導実態や学校が抱える課題などの多様化が明らかに 

・普通科の高校について、生徒の中学時代の評定平均別に集計したところ、評定平均「4.5～5.0 点」の高校

では「生徒の学習意欲」「義務教育での学習内容の未定着」に悩む教員は 5割未満であったが、評定平均

「3点未満」の高校では約 9割であり、普通科の高校間で生徒の実態が大きく異なるようすがうかがえる。 

 

表 2．生徒に関する教員の悩み【教員調査】（全体、学校種別） 

全体 普通科
Ａグループ
（評定平均
4.5～5.0点）

Ｂグループ
(評定平均
3.5～4.0点)

Ｃグループ
(評定平均
3.0点)

Ｄグループ
(評定平均
1.0～2.5点)

総合学科 専門学科

生徒の学習意欲が低い 80.7 78.3 49.2 76.6 92.9 91.3 89.5 87.3

義務教育段階の学習内容が
定着していない生徒が多い

79.3 76.2 43.0 72.2 91.7 93.8 87.7 89.0

生徒間の学力差が大きくて
授業がしにくい

64.9 63.1 45.5 57.6 74.9 77.6 71.4 71.1

生徒指導に時間がかかり過ぎる 44.8 40.9 13.8 28.4 59.1 74.4 58.2 55.3

生徒が何を考えているのかわからない 40.9 38.0 22.3 33.4 47.2 52.3 45.8 50.6

注１）「とてもそう思う」＋「まあそう思う」の％。
注２）教員の悩みについてたずねた15項目のうち、生徒に関する５項目のみを示した。
注３）赤字は全体よりも５ポイント以上、赤字＋赤アミカケは10ポイント以上高いものを示す。
注４）青字は全体よりも５ポイント以上、青字＋青アミカケは10ポイント以上低いものを示す。

（％）

 

 

 

図 2．教員の指導観【教員調査】（全体、学校種別） 
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